
くまもと県南フードバレー推進協議会の取組みについて

令和4年２月９日



「くまもと県南フードバレー推進協議会」の概要

◆フードバレー構想の推進組織として
平成25（2013）年7月30日設立

◆ 事業の三本柱
・ネットワークの形成
・人材の育成
・情報の共有・発信

【協議会の会員】

県南地域内外の農林水産業者、食品・飲料製造業者、卸売・小売業者、物流業者
金融機関、研究・教育機関、その他関係団体、行政等

⇒ 現在、約９２０の企業、個人、団体等が入会！

⇒ 会費無料。随時、会員募集中！
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新型コロナウイルスの感染拡大や豪雨災害により大きな
影響を受けた県南地域の食関連産業の復興を図るため、以
下に取り組む。

○競争に打ち勝つ「売れるモノづくり」への支援

○リスクにも強い「強靭な販路づくり」への支援

○コロナ禍でも力強く県南フードバレーを支える

「人材づくり」

令和3年度 協議会事業の取組方針
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協議会の主な取組み（売れるモノづくり）

◆ 会員活動支援

○新ビジネスチャレンジ支援助成金 （定額・上限10万円）

＜対象となる事業＞

◎新たなことにチャレンジする事業者に対する支援

＜目的＞ 県南地域の食産業の活性化

＜目的＞ 事業者の経営力の向上

＜対象となる事業＞
◎具体的な事業計画に基づき、売れるモノづくりに

取組む事業者に対する支援

○売れるモノづくり支援補助金 （事業費の2/3以内・上限50万円 )

令和３年度の状況
募集：一次 6/14～7/12

：二次 8/17～9/17
採択：4件

令和３年度の状況
募集：一次 6/14～7/12

：二次 8/17～9/17
採択：２件
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県フードバレー推進室では、県南地域における食関連産業の振興を図るた
め、地域農産物を活用して売れるモノづくりに取り組み地域経済を牽引して
いく県南地域の事業者を支援。

・要件：地域未来投資促進法に基づく地域経済牽引事業計画を策定し、
県の承認を受けること等

・対象：県南事業者が行う、農林水産物の加工施設・設備の整備

・補助：補助対象経費の１／2以内 上限1億円

・予算額（令和3年度）：1億３,６８０万円

・事業期間：令和3年度（2021年度）～令和5年度（2023年度）【予定】

売れるモノづくりの支援（ハード整備補助：県事業）

令和3年度交付決定分（2件）
・（株）西田精麦（八代市）：雑穀の選別ラインの整備
・球磨酪農農業協同組合（相良村）：ドリンクヨーグルト製造ラインの整備等
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協議会の主な取組み（販路拡大）

◆ 個別商談会の開催

●大手小売店や卸業者のバイヤー等を県南地域に招聘し、
1者毎に商談を行う個別商談会を開催。

左の写真は、令和３年12月7日に開催した福岡県内の
卸業者との個別商談会の様子。
県南地域の6事業者が参加。

◆ 展示商談会への出展支援

●積極的に販路拡大に取り組む県南事業者に対し、多く
のバイヤーが参集し、新規成約が見込まれる大規模展
示商談会への出展を支援。

令和３年度の状況
10月 ＦＡＢＥＸ関西（6事業者出展）
11月 Food Style九州2021（8事業者出展）
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協議会の主な取組み（販路拡大）

◆ 独自通販サイト“くまもと県南ふぅーど市場”運営

●くまもと県南フードバレー推進協議会では、県南地
域の優れた商品を、広く全国で販売していくため、
通販サイト『くまもと県南ふぅーど市場』を開設。
サイト運営は地域商社KASSE JAPAN。

●当サイトでは、豪雨災害からの復興を支援するため、
令和3年7月～9月まで、送料無料で販売する「復興
支援感謝キャンペーン」を開催し、９２２品を販売。
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協議会の主な取組み（販路拡大）

◆ PayPayモールに“くまもと県南ふぅーど市場”開設

●県南産品の更なる販路拡大を図るため、登録会員数が2500万人にのぼるYahoo
ショップの中でも優良店のみが出店できるPayPayモールに「くまもと県南
ふぅーど市場」を開設（令和３年11月～）。

●現在、1000円割引クーポンを配布する復興応援物産展を開催中（令和4年2月末
までの予定）。

7



協議会の主な取組み（販路拡大）

◆ フードバレービジネスマッチングサイトの運用

【目的】
県南産品の最新の商品情

報（ FCP展示会・商談会
シート）をインターネット
上に公開し、バイヤーがい
つでも閲覧及び商談申し込
みできるシステムを構築・
運営することで、コロナ禍
における新規成約の確保を
支援する。

※FCP展示会・商談会シート
出品者の伝えたい情報とバイヤーの知り

たい情報を一枚にまとめることで効率的に
商談を進めることを可能にしたシート

商品の特性
取引条件

企業紹介

製造工程

ターゲット
利用シーン
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品質管理



協議会の主な取組み（販路拡大）

◆ フードバレービジネスマッチングサイトの運用

【仕組み】

マッチング
サイト

県
南
事
業
者

全
国
の

バ
イ
ヤ
ー
等

② 商品情報登録

⑥ 商談
（オンライン等）

④ 商談申し込み ④ 商談申し込み

③ 業者登録、情報閲覧

協議会

案内メール
（随時）

① サイト登録用のID、パスワード交付
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⑤ 連絡



【内容】

協議会の主な取組み（人材育成）

◆ フードバレー経営塾

【目的】
県南地域の食関連産業の持続的発展のため、幅広い視野を持ち、企画力と

実行力を兼ね備え、外部環境の変化にいち早く、的確に対応できるように
個々の経営者等の資質向上を図る。
また、塾生を核とした民間による県南フードバレー推進グループ（集団）

結成の契機とする。

STEP1
クラス講義
（全6回）

STEP2

グループ
セッション

STEP3

個別コーチ
ング

リモート

理論を理解 理論の定着 自社へ活用
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全体監修：熊本学園大学大学院准教授



令和4年夏頃 受講生（２期生）募集予定！

協議会の主な取組み（人材育成）

◆ フードバレー経営塾

【講義内容（令和3年度）】

1回目（09月）：開講式/キックオフセッション
2回目（10月）：経営戦略
3回目（11月）：マーケティング
4回目（12月）：組織・人材マネージメント、マーケティング
5回目（01月）：戦略会計
6回目（02月）：基調講演/閉講式

熊本学園大学

熊本日日新聞社
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1１名参加（八代４名、水俣･芦北２名、人吉･球磨４名、地域商社）



ご清聴ありがとうございました
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